
男性の家事・育児等への参画を促進することにより、女性が働きやすい
環境づくりに取り組む。

・開催回数 ２回（達成）
・参加者アンケート満足度80％（未達成）

内閣府作成「夫婦が本音で話せる魔法のシート ○○家作戦会議」を活
用したワークショップ開催により、夫婦がよりよいバランスで家事や仕事
に取り組めるきっかけをつくる。

・参加１か月後のアンケートによると、参加者の８割以上がパートナーと
の関係性に変化があった、少し改善したと回答した。
・パートナーの家事・子育て分担が増えたという方も６割おり、ほぼすべ
ての夫婦間で、家事分担の見直しがあったことが推測される。
・日頃の生活の中で、夫婦で家事子育てについて時間をとって話し合うこ
とがなかった方も、ワークショップに参加することでで、よりよい関係性と
それぞれの時間の使い方について意識し、行動に移すことが出来た。

・開催回数 ２回 ・参加者アンケート満足度78％

・女性活躍のための男性の家事・育児等参画をさらに促進させるため、
ワークショップ等イベントの参加者に留まらず、広く啓発できる仕組みの
検討が求められる。

市女性会館、経済団体等

男性の家事・育児等参画促進事業 【静岡市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ３７９ 千円

交付金額 １８５ 千円

事業番号 ４

・本市は性別役割分担意識が強い傾向があり、結婚・出産・子育てにより
退職する女性が多いため、キャリア形成が難しくなっていると考えられる。

・市民意識調査（R3）において、男性が家事。育児に参加していくために必
要なこととして、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」や
「男性の抵抗感をなくすこと」、という項目が上位であった。



・家事分担ワークショップの開催
ライフイベントに関わりなく働き続ける女性が増えている中で、男性と女性の家事時間の差を縮める

ことで、女性が仕事に使える時間を増やし、働く女性の活躍を促進するためのワークショップを開催す
る。内閣府作成「夫婦が本音で話せる魔法のシート ○○家作戦会議」を活用し、夫婦がよりよいバラ
ンスで家事や仕事に取り組めるきっかけをつくる。

実績：市内在住の共働き夫婦（延べ11組22人）

事業の概要
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